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開催主旨
総合地球環境学研究所（地球研）は、地球環境問題の解決に向けた学問創出のための総
合的な研究機関として、 2001年4月に創設された。「琵琶湖一淀川水系における流域管理
モデルの構築（琵琶湖一淀川プロジェクト）」は、地球研のプロジェクトのひとつであり、
流域の「階層性」に着目して、琵琶湖流域における農業濁水問題を事例に、流域管理のた
めの環境診断と合意形成の方法論の開発を、地域に密着した形で分野横断的に進めてき
た。階層性に由来する流域内の多様な利害関係者の、問題認識の違いが、合意形成の上で
大きな課題であるが、この課題に対して、「階層化された流域管理システム」としづ考え
方を提唱し、この考え方の有効性の検証を試みてきた。
この国際ワークショップでは、 5年間におよんだプロジェクトの成果を公開するとと
もに、今後の発展課題について議論をおこなう「フ。ロジェクトの総括Jと位置づけている。
ワークショップは、琵琶湖流域の農業濁水問題を中心とした第1部と、階層性の視点、か
ら、流域管理への提言と議論を主とした第2部の、 2部構成である。
第1部（1日目）は、地球研「琵琶湖一淀川プロジェクト」の5年間のプロジェクト活動
の成果と到達点を提示し、（ 1 ）プロジェクト当初に掲げた課題がどの程度、解決できた
かを検討した上で、（ 2 ）琵琶湖流域における流域管理、とくに農業濁水問題に対する議
論とプロジェクトからの提言をおこなう。
第2部（2日目）は、 ( 3）淀川下流域を含む、多様な流域における環境問題の比較を
もとに、本プロジェクトで展開した方法論の、発展課題の整理をおこなうことを目的とす
る。
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第1部琵琶湖流域の農業濁水問題を事例として
セッション1総合的な流域診断とその手法の開発コンセプトと総合性への取り組み
一琵琶湖流域における農業濁水問題をどう理解すればよいのかー
セッション1、2で、本プロジェクトの成果を報告する。「階層化された流域管理シス
テム」をもとに、琵琶湖流域における農業濁水問題を事例として、各階層ごとに、物質動
態班、社会文化システム班、生態系班、流域情報モデリング班が連携して、その問題の影
響と社会的背景の解明にとりくんだ。その成果の紹介をおこなう。
セッション2 JI頂応的管理と階層間コミュニケーションの促進：実践への取り組み
一流域診断結果を流域管理にどう生かすか－
農業濁水問題の調査・診断結果をもとに、現場における順応的管理を支援する試みと、
階層間のコミュニケーションを促進する方法について、ワークショップを通じてとりく
んだ結果の報告をおこなう。セッション1,2を通して、ト ップダウンとボトムアップの
課題、環境と農業の両立の視点をもとに、滋賀県の関係者を招いて討論し、琵琶湖の農業
濁水問題に関する整理とプロジェク トからの提言をおこなう。
第2部階層性からの流域管理、地球環境学へのアプローチ
セッション3 階層性から迫る流域管理：多様性への取り組み
一階層性という切り口からの流域管理一
まず、階層性の視点から、琵琶湖流域と都市域が広がる淀川下流域のプロジェク トの報
告をはじめ、本プロジェクトで展開した階層性に着目した方法論が、多様な流域の環境問
題に新たに貢献できる点、その適用性について議論する。文理連携、環境診断、ガノミナン
ス、コミュニケーション、学問と実践の視点から、流域管理、そして地球環境学に関して
どのような知見が得られたかを整理する。
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